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1. 制作の背景
　私は創作ダンスを通して衣装デザインに興味を持った。創
作ダンスはテーマ，内容，舞台構成，曲，照明，衣装等すべ
てを一から作り出し，表現をして相手に伝える。ダンスの種
類は約 30 近く存在しているが，創作ダンスと聞いてもなか
なかイメージが湧かず，実際にどういうことをしているのか
質問されることが多い。例えばヒップホップ，バレエやフォー
クダンスといったジャンルは，そのジャンルを聞いただけで
なんとなくイメージが浮かぶだろう。
　ダンスの衣装という分野から見ると，特に創作ダンスの衣 
装についての作り方など明記されているものはない。創作ダ 
ンスの衣装について詳細が明らかにされていない原因として， 
その作品の作者の表現方法や動きによって身につけるものが 
違ってくる一方で創作ダンスは表現方法の自由度は高くさま 
ざまである。
2. 制作の目的
　あまり明らかにされていない創作ダンスの衣装制作のプロ 
セスを明らかにする。創作ダンスの衣装を制作するにあたっ 
て，どのような点が重要になってくるのか，制作過程ではど 
のように進められていくのかを明確にしたい。アパレルコー 
スの身として布の質感や全体的な審美性にもこだわりを持ち， 
衣装の制作を行う。
3. 制作方法
　武庫川女子大学の創作ダンス部とコラボし，衣装担当とし
て実際の創作ダンスの大会に臨む。実際の大会として 9月 16
日から 2 日間開催される「アーティスティック・ムーブメン
ト・イン・トヤマ」という大会に出場する。少人数による創
作ダンスコンクールであり，毎年映画監督や舞台美術関係の
方々が審査され，他のコンクールに比べると芸術性の高いコ
ンクールになっている。制作手順として部員の方と数回にわ
たり打ち合わせをし，お互いに意見を出し合ったうえでデザ
イン画や素材感の提案を行う。また練習風景を見学し， 衣装
がどのように見えるか等想像しながら制作を進める。衣装完
成後，大会の会場まで同行し，本番まで衣装の直しがないか
を確認，コンクールを鑑賞する。
　本校のダンス部からは 2 チームが出場する。渡辺さん率い
る 5 名のチームを以降 A チーム，山下さん率いる 4 名のチー
ムを以降 B チームとする。
4. 制作の概要
4-1 A チーム制作
　題名「ちとにく」－「欲しいんだ 生きる実感が」
　内容：本当は動くのに，便利なものがあるがゆえに体の動
かし方を忘れてしまっている。自分の今ある体を使って今を
生きるんだ。そして自分の体の動かし方を知った喜び，見て
いる人の鼓動があがるような，体を動かしたくなるような感
じを表現する。
(1) デザイン決定まで
　3 回の打ち合わせで話し合った内容と作品を見学して受け
たイメージでデザイン画を描いた。次の項目はお互いが話し
合ったものである。
　・生々しさは出さずに体のラインを見せ，肌に近い色合い
　　や馴染む素材感。
　・一人ひとりが違ったデザイン。
　・上下前後を目立たせない。
　その他のイメージとして，インスタグラムのダンスの衣装
が載っているページから検索し話し合った。完成したデザイ
ン画が図 1 である。
(2) 制作過程
　メインの布としてメッシュを使用した。体にフィットさせ
るため，パターンの原型そのものを使い曲線など意識してパ
ターンを作成した。5 名同じパターンで裁断し，縫製したも
のを着てもらい一人ずつサイズ調節を行った。模様のロープ
は簡単には取れないようにミシンで縫いつけた。赤のライン
は他の作品に使っていたものが丁度よく合ったので，それを
着用した。試作の改善点として，太もも周りのゆとりを足す
こと，肩が動いている間に紐状のようになっていたので強度
を高める，模様は太めの模様もつける，着脱時に必要な開き
の部分を検討する等があった。また片足をロング丈にするも
のも制作することにした。それらを踏まえて本番の衣装を制
作。パターンは図 2，図 3，図 4 を使用し個々に寸法の調節
を加えた。着用した写真が図 5，図 6 である。
(3) 完成した衣装について
　人間が生きている感じを衣装全体に表現した。生々しくな
いベージュのメッシュを使用し，体にフィットするデザイン
にした。サイドからの照明で反射し光らないように，ファス
ナーを使わず肩のところでボタンで留めているのがポイント
である。血が通っているのを表すため，事前にあったストッ
キングを赤く染めたものを使用。踊っていても 360 度見える
デザインが特徴的である。
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4-2 B チーム制作
　題名「全てが冷たくなる前に」－「あの場所で働いていたあ
の人は，機械になっていました」
　内容：なんでも機械化されていく中，人との関わりが冷た 
くなっていく。人のぬくもりを大切にする。温かさを伝える。
(1) デザイン決定まで
　3 回の打ち合わせで話し合った内容と作品を見学して受け
たイメージでデザイン画を描いた。次の項目はお互いが話し
合ったものである。
　・衣装で冷たい感じを表現。
　・細かい動きが多いため，フレア分量は少な目で丈も短め。
　・縦のラインを入れる。
　その他のイメージとして過去の大会の映も参考にした。完
成したデザイン画が図 7 である。
(2) 制作過程
　メインで使用した布はストレッチサテンである。軽く，伸
縮性に優れており，程よい光沢感が気に入った。パターンは
4 名同じものを使い，実際に着てもらってからサイズを訂正
した。衣装の制作途中で，デザインの縦のラインを意識した
動きなどが加わった。試作の改善点としては，フレア分量を
少し増やす，汗が染みやすい素材のため裏地をつける，背中
を少し開け，肩を細くさせる等があった。より女性らしい見
せ方を考えた。汗がにじみやすいことが判明したので，裏に
パワーネットを付け加えた。それらを踏まえて本番の衣装を
制作した。パターンは図 8，図 9，図 10，図 11 を使用し個々
に寸法の調節を加えた。着用した写真は図 12，13 である。
(3) 完成した衣装について
　フレア分量は多すぎず，回ったあとに程よく体に沿うデザ
インにした。一人ひとり違うデザインにすることにより， 個々
を表した。全体的に機械を思わせるような冷たいグレーを使
用。見え隠れする人本来の温かさを暖色のラインで表現して
いる。細かい動きが多かったため，丈は短めでシンプルなワ
ンピースのデザインにした。
4-3 アーティスティック・イン・トヤマ当日
　58 組のチームが出場。A チームの「ちとにく」が特別賞
を受賞し，翌日のエキシビションで再演された。
5. コラボについての考察
　創作ダンスの衣装作りのプロセスに重要だと感じたのは， 
作部舞者との打ち合わせ，意見交換，そしてどれだけ作品の
世界観を理解できるかである。練習風景を何度か見学し，動
きを見ながら衣装をイメージした。客観的に見た時にどう伝
わるかが必要であるから，衣装にもある程度の意味を持たせ
ることが大切である。衣装作りのプロセスについては，普段
の服では照明や楽曲のことなど考えないが，一つの舞台芸術
としてトータルで考えることが重要である。
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